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第５回「市長と語るタウンミーティング」を開催しました 
 

 

１ 日 時 令和５年２月２７日(月曜日) 午後７時～ 

 

２ 場 所 子どもライブラリー（善通寺市子ども・家庭支援センター１階） 

 

３ 参加者  

四国学院大学 社会福祉学部 社会福祉学科 教授 野崎 様 

NPO 法人 子育てネットくすくす 理事長 草薙 様 

                    吉原保育所 保護者代表 横山 様 

南部保育所 保護者代表 土居 様                                              

子どもライブラリー利用者 片山 様                                     計 5 名 

 

４ 会議の概要  

【テーマ】子育て支援施策の拡充について 

  １．開   会 

２．主催者挨拶 

３．参加者紹介 

４．子育て支援施策に関する現状等 概要説明 

５．タウンミーティングフリートーク 

６．閉会 
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５ いただいたご意見  

発 言 者 ご 意 見 

【テーマ】子育て支援施策の拡充について 

吉原保育所 
保護者代表 

横山 様 

・保育所の保護者アンケートを集約し、公園を増やして欲しい等と

いった要望を市に提出したが、もっと子どもの数が増えるような面

白い子育て施策があるといい。 

・幼稚園と保育所の違いに違和感がある。幼稚園は教育施設、保育

所は福祉施設と、管轄の違いはあるが、幼稚園の方が費用の負担が

少なく、また、小学校と連携が取れているイメージがある。 

・縦割り行政ではなく、保育所と小学校についても密に連携してい

ただきたい。 

NPO 法人 
子育てネット 

くすくす 理事長 
草薙 様 

【就労する、しないに関わらず子育て支援の充実を】(※1) 
（※1 ご提案いただいた資料は文末に添付） 

・就労している家庭が増えおり、多様なニーズに応えるため、子育

てホームヘルパーの対象年齢を他市の例を参考に、小学６年生まで

に拡大してはどうか。 

・一時保育について、在宅児がいる家庭は月４回～８回程度利用で

きるような制度を作っては。育児負担や子育ての不安を軽減し、保

護者が育児のリフレッシュ＝レスパイト(※2)することで虐待の予防に

繋がる。(※2)一時的休息、休養 

・子育て家庭が地域で孤立しないよう、安心して善通寺市で産み育

てることができるよう、産後の家庭訪問（個別）支援の充実を。 

・紙おむつや粉ミルク、離乳食の支援など、必要な支援やサービス

を当事者が選択できる柔軟な制度の検討を。 

・制服や体操服のリサイクル、フードロス対策として子ども食堂へ

の食品提供など他市を参考に活用の検討を。 

・給食の満足度調査、子育て家庭のニーズ調査などの需要を精査

し、実態に即した支援を。 
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発 言 者 ご 意 見 

【テーマ】子育て支援施策の拡充について 

子どもライブラリー
利用者 
片山 様 

・子育てサービスや各種支援がチケット制（選択制）になると利用

しやすい。 

・ベビーマッサージやヨガなど、利用したいサービスが乳児を持つ

親が対象になっており、年齢制限で利用できない。１歳未満の子を

持つ親に限らず、対象年齢の拡大をお願いしたい。保護者が子ども

を預けてリフレッシュできるような機会や支援事業を増やして欲し

い。 

南部保育所 
保護者代表 

土居 様 

・同世代の子を持つ保護者とゆっくり話す機会がない。子育ての悩

みや情報が共有できるような、保護者を対象としたイベントや行事

があれば。 

・子の幼稚園で「ちょこっとサロン」に参加したことがあり、園児

が遊んでいる間に保護者だけ集まって子育ての悩みや色々な話しが

出来た。このような機会が他の幼稚園や保育所等でも拡がれば。幼

稚園や保育所等で実施されている行事や支援が統一されていないの

で、情報共有をしていただきたい。 

四国学院大学 
社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 
野崎 様 

・善通寺市と言えば、これまで子育て支援の先進地だったが、今は

国の制度がパッケージ化されてどの市町も横並び状態となってい

る。 

・子育て支援サービスは身近なところで簡単に利用が出来ることが

重要。支援サービスのメニューが豊富にあっても、探し当てられず

利用できない方が出てしまう。 

・子育てに関する情報を一元化し、各種支援サービスにアクセスし

やすく、また、ライン等の SNS を利用して簡単に申し込みが出来る

ような工夫（デジタル化、システム化）が必要。 
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発 言 者 ご 意 見 

四国学院大学 
社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 
野崎 様 

・少子化の影響により、教育現場では 1 クラス当たりの子どもの数

と先生の数を比較すると先生の数が多かったりする場合もあり、子

ども同士の切磋琢磨が出来ない環境になってきている。成長発達の

集団の規模が小さくなってしまっている。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で、子どもを産むことを躊躇す

る世代が増えている。これから子育てを考えている人たちに、行政

としてどう対応していくのかが、今後、県下市町の中の競争になっ

てくる。 

【就学前教育の在り方について】 

少子化の進行や教育・保育ニーズの多様化に伴い、今後、幼稚園や保育所をどう

再編すべきか。 

(幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「認定子ども園」についてのご意見) 

吉原保育所 
保護者代表 

横山 様 

・小学校については必然的に統廃合が進んでいくと思っている。小

学校に関しては、一学年に２クラス以上が維持できるようにして欲

しいと考える。 

・認定子ども園については、保護者にとってどのようなメリットが

あるのか。 

四国学院大学 
社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 
野崎 様 

・地方の場合は、公立の幼稚園、保育所の先生の人数を減らす方法

として、子ども園化がある。教育的な意味合いではない。 

・善通寺市の状況からすると、幼稚園を各地区に設置して運営とい

うことが、子どもの人数から考えると成り立たない。 

NPO 法人 
子育てネット 

くすくす 理事長 
草薙 様 

・認定子ども園のメリットは、保護者の就労の有無に子どもが影響

されないこと。保育所の場合は、保護者の就労の変動により出ない

といけなくなる。保育所に行ったり幼稚園に変わったりすること

は、子どもにとって大きな負担となる。 
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発 言 者 ご 意 見 

【就学前教育の在り方について】 

少子化の進行や教育・保育ニーズの多様化に伴い、今後、幼稚園や保育所をどう

再編すべきか。 

(幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「認定子ども園」についてのご意見) 

四国学院大学 
社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 
野崎 様 

・公立に関しては、保育所と幼稚園を一元化し、認定子ども園にし

ていかないと、子どもの人数が減ってきているため、バランスが取

れなくなる。 

・保育の質ということを考えると、幼稚園にしても認定子ども園に

しても、やはり子どもの人数が一定数の規模がないと、保育になら

ない。そうなると、保護者の就労に関係せず在園できる認定子ども

園の機能が必要なのでは。 

南部保育所 
保護者代表 

土居 様 

・毎年のように、「来年は保育所残る？幼稚園行く？」という会話

が保護者間でされている。ある幼稚園では、年少時には園児が６人

だけであった。残りは保育所へ行き、年中から幼稚園に入園した。

６人だけで過ごす年少の１年間は、子どもの成長という観点からど

うなのか。 

四国学院大学 
社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 
野崎 様 

・善通寺市の場合、現在は０歳から６歳の間に保育所、幼稚園と必

ず違うところに行く必要がある。認定子ども園の場合は、一貫して

継続して同じ所で過ごすことができ、子どもにとってメリットとな

る。また、保護者にとっても３歳時に幼稚園入園の手続きが無くな

るため、メリットがあるのでは。 

・多様なニーズに応えるため、認定子ども園を導入し、利便性を高

めることが大切。 

・他の市町のコピーではなく、市の独自性が必要。子育て世代に善

通寺市で育てたいと思わせるような施策を考える必要がある。例え

ば、何か手当が出たり、税金面での優遇があったり等。 
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発 言 者 ご 意 見 

【テーマ】子育て支援施策の拡充について 

四国学院大学 

社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 

野崎 様 

・子育てでお金が多く必要になるのは、幼少期よりは大学受験等、

大きくなってから。今は奨学金くらいしかない。 

・10 代終わりから 20 代半ばの若者世代への支援について、市の施

策として何かがあれば、今後、善通寺市で子どもを産み育てること

への不安を軽減させることに繋がるのでは。 

NPO 法人 
子育てネット 

くすくす 理事長 
草薙 様 

・子育て世代の人々が、今実際にどのような支援やサービスを実現

化して欲しいと思っているのか、もう少し具体的に把握して施策に

反映していけたら良い。 

四国学院大学 
社会福祉学部 

社会福祉学科 教授 
野崎 様 

・子育て世代のニーズを年間通じて恒常的に把握する仕組みがあれ

ば。実際に子育てをしている人たちの声を丁寧に拾い集めた上で、

市として政策的な決定をしていく必要があるのでは。ニーズを手軽

に簡単に発信でき、また、我々市民もそれらが見られるような形

に。 

NPO 法人 
子育てネット 

くすくす 理事長 
草薙 様 

・子育て広場くすくす(２ヶ所)では年に一度グーグルクラウドを利

用してアンケート調査を実施している。 

・子ども食堂は「子夢の家」にて月に一度の開催で、50 人程の利用

がある。学習支援と食堂利用ができる。時間制のため、ラインで事

前に申し込みが必要。貧困に限らず様々な方が来られている。 

そ の 他 ご 意 見 

子ども食堂 
ヤングリーフ 

岡本 様 
(ミーティングは不参加) 

・中央公民館にて月に一度、手作りを基本として開催。50 人程の利

用があり、学習支援と食堂利用ができる。 

・夏休み期間中、預かりを利用する児童たちへの支援ができないか

と模索したが、実施には至っていない。 

・必要な子供たちに必要な情報や支援の手が届けられるような体制

を構築していければ。 

・学校や地域との連携が重要。 
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※1 NPO 法人子育てネットくすくす 理事長 草薙 様より説明資料（全 2 ページ） 
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